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現場の知見で未来を創る
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内航海運が抱える課題と自動運航船が生み出す価値

安全性
向上

物流の
安定

船員不足
船員の有効求人倍率: 4.59倍
全職種平均: 1.26倍
2025年5月（日経新聞）

(2040年には現在比30%の船員不足)

自動運航船の
価値

航海事故の約8割は
人的要因

周囲環境・船型変化による
操船難易度の上昇
(操縦性低下・輻輳度増加)

（参照）内閣府物流革新緊急パッケージ

将来の海上輸送増大
(トラックから船舶&鉄道へ)

モーダルシフトの推進

海上保安庁 「海難の現況と対策」 2022年版

船員不足
解決
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無人運航船プロジェクトMEGURI2040 & DFFAS+

無人運航船の社会実装により日本の物流を支える
内航船業界の労働力不足の解決 (=国内物流の健全
性維持)を目指すプロジェクト

無人運航船に必要な技術の開発 & 無人運航船技術
を社会実装するための環境整備に取り組む国内53
社で構成するコンソーシアム
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MEGURI2040における取り組み
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社会実装 = 実用化(実運用)＝自律商業運航 (貨物・旅客 積載&乗組員のみで運航)

2025年12月5日
実証船 おりんぴあどりーむせと (旅客船) が社会実装の一歩を踏み出しました
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最後に

実績と検証データ

「DXイノベーション賞」、ありがとうございました
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海に学び、人を紡ぎ、未来を織りなす

私たちは持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。
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